平成○○（20○○年）年○○月○○日

新入生および保護者のみなさま
○○学校長

　生徒指導係

携帯電話青少年有害情報フィルタリングサービスの利用について

　平成２１年４月より法律※が施行され、青少年（１８歳未満）がインターネットを利用する場合において、青少年有害情報フィルタリングサービスの利用が義務付けられました。
この法律※において、「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境を整備することは、国及び地方公共団体、関係事業者（インターネット接続役務事業者）、保護者の責務である」とされています。また、携帯電話のインターネット機能を利用した結果、青少年が犯罪の被害者や加害者になるなどの事例も全国で報告されています。
つきましては、生徒の携帯電話の利用にあたり、下記事項についてご検討くださいますようお願い申し上げます。
法律※：青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律（平成21年4月施行）
記
青少年有害情報フィルタリングサービスについて
・生徒が利用する携帯電話にインターネットの接続機能がある場合、フィルタリングサービスの利用をお願いします。

　　（携帯電話契約取扱店等で無料契約することができます。）
　　・法律※では、フィルタリングサービスを「利用する」が原則であり、「利用しない」場合は保護者の判断によるとされています。
　保護者との約束事について
　　・利用する方法や機能、時間帯などについて保護者と約束をさせてください。
　　（保護者との約束事を守らなかった場合の措置について話し合うことも大切です。）
　保護者による適切な管理について
　　・法律※では、「インターネットに提供されている情報の現状を認識する」「青少年の利用状況を把握する」「青少年の発達段階に応じたインターネットの活用について適切に管理する」ことも保護者の責務とされています。
・青少年有害情報フィルタリング機能を設定すれば、インターネット利用上の危険を全て回避することができるわけではありません。フィルタリング機能を設定しても、日頃の生徒の携帯電話の利用状況の把握と管理をお願いします。
　困ったとき（トラブル発生時）の対応について

　　・困ったとき（トラブル発生時）には、生徒自身で勝手な判断をせず、必ず保護者や学校に相談するようご指導ください。

以上
	 ケータイ電話を契約する、その時に…　（保護者との約束事を決めましょう！）

	保護者としての考え方を示しましょう

	・ケータイ電話は、親のかかわりを超えて、子どもの交友関係を広くしています。

・｢友達が持っているから！みんなが持っているから！｣だけで、利用させないようにしましょう。

・購入するときは、料金も含め利用時間や利用方法などの約束事を決めましょう。

	携帯電話の光と影について話し合いましょう

	ケータイ電話の利用過多による影響について

・携帯電話が側にないと落ち着かない（携帯電話依存症）、携帯電話に支配された人間関係（携帯中毒）

ケータイ電話に潜む危険について

・不当料金請求、迷惑メール、個人情報の公表や名誉毀損など

未成年者でも罪になる行為について

・いわゆる「出会い系サイト｣に援助交際の相手を募集するなどの書き込みをすると、未成年者であっても罰せられます。

有害サイトアクセス制限（フィルタリング）サービスについて

・ケータイ電話の｢有害サイトアクセス制限（フィルタリング）｣サービスを利用しましょう。

	「ケータイ電話のルール」をつくりましょう（例）

	・食事中はケータイ電話の電源を切っておく。（家族の会話を大切にする）

・迷惑メールやチェンメール等は、だれにも転送しない。

・むやみに、自分や友達の電話番号やメールアドレスなどの個人情報を教えない。

・公共の場（学校、図書館、電車、病院など）での使い方やマナーを守る。

・ＮＯケータイ電話ＤＡＹをつくる。（直接コミュニケーションを大切にする）

・決められた料金のなかで、電話やメールを利用する。





関係事業者の責務


第五条　　青少年のインターネットの利用に関係する事業を行う者は、その事業の特性に応じ、青少年がインターネットを利用して青少年有害情報の閲覧をする機会をできるだけ少なくするための措置を講ずるとともに、青少年のインターネットを適切に活用する能力の習得に資するための措置を講ずるよう努めるものとする。





青少年が安全に安心してインターネットを利用できる


環境の整備等に関する法律（平成21年4月施行）





携帯電話インターネット接続役務提供事業者の青少年有害情報フィルタリングサービスの提供義務


第十七条　携帯電話インターネット接続役務提供事業者は、携帯電話インターネット接続役務を提供する契約の相手方又は携帯電話端末若しくはＰＨＳ端末の使用者が青少年である場合には、青少年有害情報フィルタリングサービスの利用を条件として、携帯電話インターネット接続役務を提供しなければならない。ただし、その青少年の保護者が、青少年有害情報フィルタリングサービスを利用しない旨の申出をした場合は、この限りでない。


２　携帯電話端末又はＰＨＳ端末をその保護する青少年に使用させるために携帯電話インターネット接続役務の提供を受ける契約を締結しようとする保護者は、当該契約の締結に当たり、携帯電話インターネット接続役務提供事業者に対しその旨を申し出なければならない。 








参考資料





保護者の責務


第六条　　保護者は、インターネットにおいて青少年有害情報が多く流通していることを認識し、自らの教育方針及び青少年の発達段階に応じ、その保護する青少年について、インターネットの利用の状況を適切に把握するとともに、青少年有害情報フィルタリングソフトウェアの利用その他の方法によりインターネットの利用を適切に管理し、及びその青少年のインターネットを適切に活用する能力の習得の促進に努めるものとする。


２　保護者は、携帯電話端末及びＰＨＳ端末からのインターネットの利用が不適切に行われた場合には、青少年の売春、犯罪の被害、いじめ等様々な問題が生じることに特に留意するものとする。








